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1. はじめに 

国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）は、2026 年 3 月 26 日、公開草案「『SASB スタンダー

ド』及び『IFRS S2 号産業別ガイダンス』に対する修正案」（以下「本公開草案」という。）1を公表した。

コメント期限は 2026 年 7 月 24 日までである。 

本稿では、本公開草案の概要を紹介する。なお、本稿の意見にわたる部分は筆者の私見であり、サ

ステナビリティ基準委員会の公式見解ではないことをあらかじめお断りする。   

2. 「SASB スタンダード」の位置付け 

「SASB スタンダード」は、IFRS S1 号「サステナビリティ関連財務情報の開示に関する全般的要求事

項」（IFRS S1 号）を適用する企業に対するガイダンスの情報源である。 

IFRS S1 号では、適用企業に対して、「SASB スタンダード」を適用することは要求していないものの、

「IFRS サステナビリティ開示基準」が存在しない場合に、企業の見通しに影響を与えることが合理的に見

込み得る気候以外のサステナビリティ関連のリスク及び機会を識別するにあたり、また、それらのリスク及び

機会の関連する開示を作成するにあたり、「SASB スタンダード」を参照し、その適用可能性を考慮するこ

とが要求されている。 

「SASB スタンダード」は独立した基準体系として適用されることも可能であるが、本公開草案では、

「SASB スタンダード」が「IFRS サステナビリティ開示基準」とあわせて適用される場合を前提とするものとさ

れている。 

 

 
1 本公開草案は、「SASB スタンダード」に対する修正案に加えて、「IFRS サステナビリティ開示基準」に付属する「IFRS S2 号

の適用に関する産業別ガイダンス」に対する結果的修正の提案も含んでいる。この結果的修正の提案は、「SASB スタンダー

ド」の気候に関連する部分の修正案と基本的に同一とされているため、本稿では詳細な説明は省略する。 

◇ISSB公開草案の解説◇ 

「SASB スタンダード」を修正する公開草案
（2026年 3月公表）の概要 

サステナビリティ基準委員会（SSBJ） 

専門研究員 村山 華 
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3. 「SASB スタンダード」の向上プロジェクトの概要 

ISSB は、2024 年から 2026 年の作業計画の一環として、「IFRS サステナビリティ開示基準」を適用

する企業を適時に支援するため、「SASB スタンダード」の向上プロジェクトを開始した。本プロジェクトでは、

「SASB スタンダード」の改訂を「SASB スタンダード」の 77 の産業すべてに同時に行うのではなく、段階的

に取り組む方針が採られている。この方針のもと、2024 年 7 月に、本プロジェクトの第 1 フェーズとして、

優先度が高い 12 の産業の「SASB スタンダード」を対象として公開草案の開発を開始することが決定さ

れた。 

その後、2025 年 7 月に、ISSB より、優先度が高い 12 の産業「SASB スタンダード」のうち 9 つの産

業の「SASB スタンダード」を対象とした包括的な修正とその他の 41 の産業の「SASB スタンダード」に対

する的を絞った修正 2 を提案する、公開草案「『SASB スタンダード』に対する修正案」及び公開草案

「『IFRS S2 号の適用に関する産業別ガイダンス』に対する修正案」（以下あわせて「2025 年 7 月公

開草案」という。）3が公表された。2025 年 7 月公開草案のコメント募集は 2025 年 11 月に終了し、

その後、2026 年 2 月より、2025 年 7 月公開草案の再審議が開始されている。 

一方、第 1 フェーズで検討される優先度が高い 12 の産業の「SASB スタンダード」のうち残り３つの産

業の「SASB スタンダード」については、追加のリサーチ等を実施したうえで、2026 年 3 月に本公開草案

が公表された。対象となった３つの産業の「SASB スタンダード」は、「農産物」、「食肉、家禽及び乳製品」

及び「電気事業者及び発電事業者」産業の「SASB スタンダード」である。 

「SASB スタンダード」の 77 産業と 2025 年 7 月公開草案及び本公開草案による修正の対象となる

産業を【図表 1】にまとめている。 

  

 
2 的を絞った修正は、包括的な修正を提案する産業以外の産業において、「温室効果ガス排出」、「エネルギー管理」、「水管

理」、「労働慣行」並びに「労働力の健康及び安全」の開示トピックに関連する開示が求められている場合に、産業間の要求

事項を整合させるために的を絞った修正を行うものである。 

3 2025 年 7 月公開草案の日本語仮訳、解説文及び解説動画は、SSBJ のホームページ（https://www.ssb-

j.jp/jp/activity/exposure_draft_ssbj/y2025/2025-0703.html）で公表されている。 
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【図表１】「SASB スタンダード」の 77 産業と公開草案による修正の対象となる産業 

  

4. 本公開草案の概要 

ISSB は、本公開草案の開発にあたって、「SASB スタンダード」の向上プロジェクトの第 1 フェーズの一

環であるとして、2025 年 7 月公開草案と同様のアプローチを用いている。用いられたアプローチの具体的

な内容は、次のとおりである。 

(1) 本公開草案の対象となる３つの産業の「SASB スタンダード」に対して包括的な修正を行う。 

(2) 次の事項に焦点を当て、修正案を開発する。 

① 次について、国際的な適用可能性を一層向上させる。 

• 産業のグルーピング（企業の特性をより適切に表現するとともに、新興市場及び発展

途上国におけるバリュー・チェーンをより的確に反映することを含む。） 

• 産業のグルーピングに対応した開示トピック、指標及び技術的プロトコル 

1 衣服、装飾品及び履物 修正なし 37 電気事業者及び発電事業者 本公開草案の包括的な修正

2 家電製造 修正なし 38 エンジニアリング及び工事サービス 2025年7月公開草案の的を絞った修正

3 建築用製品及び家具 2025年7月公開草案の的を絞った修正 39 ガス事業者及び流通業者 修正なし

4 電子商取引 2025年7月公開草案の的を絞った修正 40 住宅建築業 2025年7月公開草案の的を絞った修正

5 家庭用及び個人用製品 2025年7月公開草案の的を絞った修正 41 不動産 2025年7月公開草案の的を絞った修正

6 複合型及び専門型小売及び流通 2025年7月公開草案の的を絞った修正 42 不動産サービス 修正なし

7 おもちゃ及びスポーツ用品 修正なし 43 廃棄物処理 2025年7月公開草案の的を絞った修正

44 水道事業及びサービス 2025年7月公開草案の的を絞った修正

8 石炭事業 2025年7月公開草案の包括的な修正

9 工事用資材 2025年7月公開草案の包括的な修正 45 バイオ燃料 2025年7月公開草案の的を絞った修正

10 鉄鋼製造業者 2025年7月公開草案の包括的な修正 46 森林管理 修正なし

11 金属及び鉱業 2025年7月公開草案の包括的な修正 47 燃料電池及び産業用電池 2025年7月公開草案の的を絞った修正

12 石油及びガス－探査及び生産 2025年7月公開草案の包括的な修正 48 パルプ及び紙製品 2025年7月公開草案の的を絞った修正

13 石油及びガス－中流 2025年7月公開草案の包括的な修正 49 太陽光技術及びプロジェクト開発業者 2025年7月公開草案の的を絞った修正

14 石油及びガス－精製及びマーケティング 2025年7月公開草案の包括的な修正 50 風力技術及びプロジェクト開発業者 2025年7月公開草案の的を絞った修正

15 石油及びガス－サービス 2025年7月公開草案の包括的な修正

51 航空宇宙及び防衛 2025年7月公開草案の的を絞った修正

16 資産運用及び管理業務 修正なし 52 化学製品 2025年7月公開草案の的を絞った修正

17 商業銀行 修正なし 53 容器及び包装 2025年7月公開草案の的を絞った修正

18 消費者金融 修正なし 54 電気及び電子機器 2025年7月公開草案の的を絞った修正

19 保　険 修正なし 55 工業用機械及び製品 2025年7月公開草案の的を絞った修正

20 投資銀行及び仲介 修正なし

21 不動産金融 修正なし 56 広告及びマーケティング 修正なし

22 証券及び商品取引所 修正なし 57 カジノ及びゲーム 2025年7月公開草案の的を絞った修正

58 教　育 修正なし

23 農産物 本公開草案の包括的な修正 59 ホテル及び宿泊施設 2025年7月公開草案の的を絞った修正

24 酒　類 2025年7月公開草案の的を絞った修正 60 レジャー施設 2025年7月公開草案の的を絞った修正

25 食品小売及び流通 2025年7月公開草案の的を絞った修正 61 メディア及びエンターテイメント 修正なし

26 食肉、家禽及び乳製品 本公開草案の包括的な修正 62 プロフェッショナル・ サービス及び商業サービス 修正なし

27 清涼飲料 2025年7月公開草案の的を絞った修正

28 加工食品 2025年7月公開草案の包括的な修正 63 EMS及びODM 2025年7月公開草案の的を絞った修正

29 飲食店 2025年7月公開草案の的を絞った修正 64 ハードウェア 修正なし

30 タバコ 修正なし 65 インターネット・ メディア及びサービス 2025年7月公開草案の的を絞った修正

66 半導体 2025年7月公開草案の的を絞った修正

31 バイオテクノロジー及び医薬品 修正なし 67 ソフトウェア及びITサービス 2025年7月公開草案の的を絞った修正

32 医薬品小売 2025年7月公開草案の的を絞った修正 68 通信サービス 2025年7月公開草案の的を絞った修正

33 医療提供 2025年7月公開草案の的を絞った修正

34 医療品流通 修正なし 69 航空貨物及びロジスティクス 2025年7月公開草案の的を絞った修正

35 管理型医療 修正なし 70 航空会社 2025年7月公開草案の的を絞った修正

36 医療機器及び消耗品 修正なし 71 自動車部品 2025年7月公開草案の的を絞った修正

72 自動車 2025年7月公開草案の的を絞った修正

73 レンタカー及びカーリース 修正なし

74 クルーズ会社 2025年7月公開草案の的を絞った修正

75 海上輸送 2025年7月公開草案の的を絞った修正

76 鉄道輸送 2025年7月公開草案の的を絞った修正

77 道路輸送 2025年7月公開草案の的を絞った修正

消費財

輸送

医療

食品及び飲料

金融

採掘及び鉱物加工

インフラ

再生可能資源及び代替エネルギー

資源加工

サービス

技術及び通信セクター
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② 「GRI スタンダード」、「自然関連財務開示タスクフォース」（TNFD）、「欧州サステナビリテ

ィ報告基準」（ESRS）4 など、他のサステナビリティ関連の基準及びフレームワークとの相互

運用可能性を改善させる。 

③ 自然関連開示の基準設定プロジェクト及び人的資本のリサーチ・プロジェクトとの整合を図

るとともに、これらのプロジェクトへのインプットを提供する。 

④ 概念及び言葉遣い（language）に関する、「IFRS サステナビリティ開示基準」との整合

性を向上させる。 

本公開草案では、2025 年 7 月公開草案における修正案との整合性を確保するため、2025 年

7 月公開草案で提案された包括的な修正及び的を絞った修正を参照し、同様の内容が示されている

開示トピック及び指標については、整合的な修正を行うことが提案されている。 

また、本公開草案における質問事項は、基本的に 2025 年 7 月公開草案のものと同様である。た

だし、３つの産業の「SASB スタンダード」に関する質問には、サプライ・チェーン関連の指標の開示及び

プロポーショナリティのメカニズムの導入に関する質問が新たに追加されている。修正のアプローチに関す

る質問については、2025 年 7 月公開草案に対応してすでにコメントを提出している場合は改めて提

出する必要がないことが示されている。 

5. 「農産物」産業の「SASB スタンダード」に関する主な修正 

(1) 産業の説明 

本公開草案では、「農産物」産業の「SASB スタンダード」の範囲を拡大し、直接農場事業を含め

るように、産業の説明を修正することが提案されている。これは、現行の「農産物」産業の「SASB スタ

ンダード」が、主として先進国における企業の事業形態に焦点を当てている一方で、新興市場や開発

途上国などでは、一部の企業が直接農場事業に従事している実態があることから、その実態を「SASB

スタンダード」の範囲に反映することを意図したものである。 

この範囲の拡大に伴い、本公開草案では、直接農場事業から生じるリスク及び機会に焦点を当て

た開示トピックとして「土地利用及び生態系へのインパクト」並びに「労働条件」を追加することが提案

されている（本資料 5.(6)及び 5.(8)参照）。 

(2) 開示トピック「温室効果ガス排出」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

 
4 ISSB は、本公開草案の開発時点では、欧州委員会の「オムニバス・パッケージ」に伴う ESRS の簡素化プロセスが進行中であ

ったため、本公開草案には ESRS との相互運用可能性に関する考慮事項は取り込まれていないことを示している。 
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• 指標 FB-AG-110a.1「グローバルでの『スコープ 1』の総排出」及び指標 FB-AG-110a.2

「『スコープ 1』の排出を管理するための長期的及び短期的な戦略又は計画、排出削減目標

並びにそれらの目標に対するパフォーマンスの分析についての説明」を修正し、2025 年 7 月公

開草案における同様の指標と整合させる。 

• 指標 FB-AG-110a.3「フリートの燃料消費量、再生可能燃料の割合」を修正し、2025 年 7

月公開草案における同様の指標と整合させ、再生可能燃料の割合ではなく消費量の開示を

求める。 

(3) 開示トピック「エネルギー管理」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標 FB-AG-130a.1「(1)事業によるエネルギー消費量、(2)電力系統からの電気の割合及

び(3)再生可能エネルギーの割合」を修正し、2025 年 7 月公開草案における同様の指標と

整合させる。 

(4) 開示トピック「食品ロス及び食品廃棄物」（開示トピック及び指標等の追加） 

本公開草案では、企業がどのように食品ロス及び食品廃棄物に関するリスク及び機会に対応してい

るかについての情報を提供するため、「食品ロス及び食品廃棄物」の開示トピックと次のような関連する

指標等の追加が提案されている。 

• 指標 FB-AG-150a.1「(1)発生した食品ロスの総量及び(2)転用した量」 

• 指標 FB-AG-150a.2「バリュー・チェーンを通じた、食品ロス及び食品廃棄物に関連する機会

に対処するための戦略の記述」 

(5) 開示トピック「水管理」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標 FB-AG-140a.1「(1)総取水量、(2)総消費水量及びそれらの『ベースライン水ストレス』

が『高い』又は『極めて高い』地域の割合」及び指標 FB-AG-140a.2「水管理リスクの記述並

び当該リスクを緩和するための戦略及び実務の説明」を修正し、2025 年 7 月公開草案にお

ける同様の指標と整合させる。 

• 指標 FB-AG-140a.3「水質の許認可、基準及び規制に関連する違反事案（incidents of 

non-compliance）の件数」を、指標 FB-AG-140a.4「(1)排出先及び(2)処理レベルごと

の排出された水の総量」に置き換え、2025 年 7 月公開草案における同様の指標と整合させ

る。 
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(6) 開示トピック「土地利用及び生態系へのインパクト」（開示トピック及び指標等の追

加） 

本公開草案では、「農産物」産業の「SASB スタンダード」の範囲に直接農場事業を含めることに伴

い、「土地利用及び生態系へのインパクト」の開示トピックと次のような関連する指標等の追加が提案

されている。 

• 指標 FB-AG-160a.1「(1)事業の空間フットプリント合計、(2)撹乱された地域及び(3)復元

された地域」 

• 指標FB-AG-160a.2「環境に敏感な場所又はその周辺の事業の空間フットプリント合計の割

合」 

• 指標 FB-AG-160a.3「持続可能な方法で管理されている土地の製品別の総面積」 

• 指標 FB-AG-160a.4「森林破壊又は転換がないと決定された直接農場事業から生産された

農産物の割合（進捗をモニタリングするために設定された目標を含む。）」 

• 指標FB-AG-160a.5「自然及び気候に関連する物理的リスクに敏感な直接農場事業からの

優先製品」 

• 指標 FB-AG-160a.6「直接農場事業において環境資源を管理し持続可能な農業の実務を

導入するための戦略の記述」 

上記の指標のうち指標 FB-AG-160a.3 以外は、2025 年 7 月公開草案における同様の開示

トピックにある指標と整合している。また、FB-AG-160a.1、FB-AG-160a.2 及び FB-AG-

160a.3 は、TNFD 提言及び食料・農業セクターのガイダンスを参考にしている。 

(7) 開示トピック「食品の安全性」（指標等の修正） 

本公開草案では、2025 年 7 月公開草案における修正案と整合させて、関連する指標等につい

て次のような提案が含まれている。 

• 指標 FB-AG-250a.1「『世界食品安全イニシアチブ』（GFSI）による監査(1)不適合率並

びに(2)(a)主要な不適合及び(b)軽微な不適合の関連する是正措置率」及び指標 FB-

AG-250a.2「『世界食品安全イニシアチブ』（GFSI）認定の食品安全認証プログラムに認

証されたサプライヤーから調達した農産物の割合」を削除する。 

• 指標 FB-AG-250a.3「(1)公表されたリコールの数及び(2)リコールされた食品製品の総量」

を修正する。 

• 指標 FB-AG-250a.4「(1)自社の事業及び(2)仲介者について国際的に認知された食品安

全基準によって認証されたサイトからの生産量の割合」及び指標FB-AG-250a.5「バリュー・チ

ェーンを通じて食品の安全性を確保するためのプロセス、統制及び手続」を追加する。 

(8) 開示トピック「労働条件」（開示トピック及び指標等の追加） 
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本公開草案では、「農産物」産業の「SASB スタンダード」の範囲に直接農場事業を含めることに

伴い、「労働条件」の開示トピックと次のような関連する指標等の追加が提案されている。この修正

案は、人的資本に関する ISSB のリサーチ・プロジェクトにより情報がもたらされたものとされている。 

• 指標 FB-AG-310a.1「直接事業における労働条件（強制労働及び児童労働を含む。）を

管理するためのプロセス、統制及び手続」 

(9) 開示トピック「労働力（workforce）の健康及び安全」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標FB-AG-320a.1「(a)直接従業員及び(b)契約社員についての(1)総記録災害度数率    

（TRIR）、(2)死亡率及び(3)ニアミス頻度率（NMFR）」を修正し、2025 年 7 月公開

草案における同様の指標と整合させる。 

(10) 開示トピック「GMO管理」（開示トピック及び指標等の削除） 

本公開草案では、2025 年 7 月公開草案における修正案と整合させて、「GMO（遺伝子組換

生物）管理」の開示トピック及び関連する指標等を削除することが提案されている。 

(11) 開示トピック「原材料のサプライ・チェーンが環境及び社会に与えるインパクト」及び

「原材料調達」（開示トピック及び指標等の置換え） 

本公開草案では、2025 年 7 月公開草案における修正案と整合させて、サプライ・チェーン及び調

達の実務に関連する既存の開示トピックである「原材料のサプライ・チェーンが環境及び社会に与える

インパクト」及び「原材料調達」の重複を解消し、環境と社会の側面に区分するため、「環境サプライ・

チェーン管理」及び「社会サプライ・チェーン管理」の開示トピックに置き換え、それぞれの開示トピックに

ついて次のような関連する指標等を追加することが提案されている。 

開示トピック「環境サプライ・チェーン管理」 

• 指標FB-AG-430c.1「森林破壊又は転換がないと決定された、調達した農産物の割合（進

捗をモニタリングするために設定された目標を含む。）」 

• 指標 FB-AG-430c.2「サプライ・チェーンにおける自然及び気候に関連する物理的リスクに敏

感な、優先的に調達される農産物」 

• 指標 FB-AG-430c.3「サプライ・チェーンにおいて環境資源を管理し持続可能な農業の実務

を導入するための戦略の記述」 

開示トピック「社会サプライ・チェーン管理」 

• 指標 FB-AG-430d.1「サプライ・チェーンにおける労働条件及び地域社会へのインパクトを管

理するためのプロセス、統制及び手続（人権デュー・デリジェンスを含む。）」 

• 指標 FB-AG-430d.2「サプライ・チェーンにおける製品の経路を追跡する国際的に認知された

基準によって認証された、調達した農産物の割合」 
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• 指標 FB-AG-430.d.3「過去 3 年間に独立した第三者による監査又は検証の対象となった

高リスク・サプライヤーの割合、並びに不適合及び是正措置の記述」 

6. 「食肉、家禽及び乳製品」産業の「SASB スタンダード」に関する主な修正 

(1) 産業の説明 

本公開草案では、「食肉、家禽及び乳製品」産業の「SASB スタンダード」の範囲は変更されず、

範囲を明確化するために産業の説明の修正が提案されている。 

ただし、本公開草案を開発する際に、SICS（産業分類）において養殖業及び漁業活動が欠如

していることが指摘されたことから、この対応として、養殖業及び漁業活動に関する新たな産業分類を

設けることなどを将来のフェーズで検討するとされている。 

(2) 開示トピック「温室効果ガス排出」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標 FB-MP-110a.1「グローバルでの『スコープ 1』の総排出」及び指標 FB-MP-110a.2

「『スコープ 1』の排出を管理するための長期的及び短期的な戦略又は計画、排出削減目標

並びにそれらの目標に対するパフォーマンスの分析についての説明」を修正し、2025 年 7 月公

開草案における同様の指標と整合させる。 

• 指標 FB-MP-110a.1 に、メタン排出が「スコープ１」の温室効果ガス排出に占める割合のサ

ブ指標を追加する。 

(3) 開示トピック「エネルギー管理」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標 FB-MP-130a.1「(1)エネルギー総消費量、(2)電力系統からの電気の割合及び(3)再

生可能エネルギーの割合」を修正し、2025 年 7 月公開草案における同様の指標と整合させ

る。 

(4) 開示トピック「水管理」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標 FB-MP-140a.1「(1)総取水量、(2)総消費水量及びそれらの『ベースライン水ストレス』

が『高い』又は『極めて高い』地域の割合」及び指標 FB-MP-140a.2「水管理リスクの記述並

びに当該リスクを緩和するための戦略及び実務の説明」を修正し、2025 年 7 月公開草案に

おける同様の指標と整合させる。 

• 指標FB-MP-140a.3「水質の許認可、基準及び規制に関連する違反事案（incidents of 

non-compliance）の件数」を、指標 FB-MP-140a.4「(1)排出先及び(2)処理レベルごと
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の排出された水の総量」に置き換え、2025 年 7 月公開草案における同様の指標と整合させ

る。 

(5) 開示トピック「土地利用及び生態系へのインパクト」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標 FB-MP160a.2「保全計画要件により管理している牧草地及び放牧地の割合」は国際

的な適用可能性を考慮して削除する。 

• 指標 FB-MP-160a.3「集中家畜飼養事業からの動物性タンパク質生産」を修正し、生産量

ではなく割合の開示を求める。 

• 2025 年 7 月公開草案における同様の開示トピックにある指標と整合させるため、指標 FB-

MP160a.5「(1)事業の空間フットプリント合計、(2)撹乱された地域及び(3)復元された地

域」、指標 FB-MP-160a.6「環境に敏感な場所又はその周辺の事業の空間フットプリント合

計の割合」、指標 FB-MP-160a.7「森林破壊又は転換がないと決定された直接農場事業か

ら生産された家畜の割合（進捗をモニタリングするために設定された目標を含む。）」及び指標

FB-MP-160a.8「自然及び気候に関連する物理的リスクに敏感な直接農場事業からの優先

製品」を追加する。 

• 指標 FB-MP-160a.1「発生した動物の排泄物及び堆肥の量、養分管理計画により管理し

た割合」を、より実行可能で費用対効果がある方法で開示できる指標 FB-MP-160a.9「文

書化された養分管理計画を導入し維持する直接農場事業からの家畜生産の割合」に置き換

える。 

(6) 開示トピック「食品の安全性」（指標等の修正） 

本公開草案では、2025 年 7 月公開草案における修正案と整合させるため、関連する指標等に

ついて次のような提案が含まれている。 

• 指標 FB-MP-250a.1「『世界食品安全イニシアチブ』（GFSI）による監査(1)不適合率並

びに(2)(a)主要な不適合及び(b)軽微な不適合の関連する是正措置率」及び指標 FB-

MP-250a.2「『世界食品安全イニシアチブ』（GFSI）認定の食品安全認証プログラムに認

証されたサプライヤー施設の割合」を削除する。 

• 指標 FB-MP-250a.3「(1)公表されたリコールの数及び(2)リコールされた製品の総重量」及

び指標 FB-MP-250a.4「企業の製品の輸入を禁止している市場についての説明」を修正する。 

• 指標 FB-MP-250a.5「(1)自社の事業及び(2)コパッキング事業について国際的に認知され

た食品安全基準によって認証されたサイトからの生産量の割合」及び指標 FB-MP-250a.6

「バリュー・チェーンを通じて食品の安全性を確保するためのプロセス、統制及び手続」を追加す

る。 

(7) 開示トピック「動物生産における抗生物質の使用」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 
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• 指標 FB-MP-260a.1「動物の種類ごとの(1)医学的に重要な（important）抗生物質及

び(2)医学的に重要（important）ではない抗生物質を受けた動物生産の割合」を修正し、

定量的情報を補完する定性的情報の開示も求める。 

(8) 開示トピック「労働力（workforce）の健康及び安全」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標 FB-MP-320a.1「(a)直接従業員及び(b)契約社員についての(1)総記録災害度数 

率（TRIR）及び(2)死亡率」を修正し、2025 年 7 月公開草案における同様の指標と整合

させる。 

• 指標 FB-MP-320a.2「急性及び慢性の呼吸器の健康状態を評価し、モニタリングし、緩和す

るための取組み（efforts）の記述」を修正し、開示対象とする労働関連の健康状態の範囲

を拡大させる。 

(9) 開示トピック「動物の飼育及び福祉」（開示トピック及び指標等の修正） 

本公開草案では、開示トピックの範囲にバイオセキュリティの側面を含めるため、開示トピックの名称

を「動物の健康及び福祉」に修正することが提案されている。関連する指標等については、次のような

提案が含まれている。 

• 指標 FB-MP-410a.1「妊娠ストールを使用せずに生産した豚肉の割合」及び指標 FB-MP-

410a.2「ケージのない環境から生まれた殻付き卵の販売割合」について、投資家の関心が限

定的であるとして、指標 FB-MP-410a.4「目標、手続及びバリュー・チェーンの統合を含む、動

物福祉戦略の記述」に置き換える。 

• 指標 FB-MP-410a.3「第三者の動物福祉基準の認証を受けた製品の割合」を修正し、認

証を受けた製品の割合に関する開示の分解を求める。 

• 指標 FB-MP-410a.5「疾病管理の戦略を含む、バイオセキュリティに関連するリスク及び機会

の記述」を追加する。 

(10) 開示トピック「アニマル・サプライ・チェーンの環境及び社会へのインパクト」及び「動物

及び飼料の調達」（開示トピック及び指標等の置換え） 

本公開草案では、2025 年 7 月公開草案における修正案と整合させて、サプライ・チェーン及び調

達の実務に関連する既存の開示トピックである「アニマル・サプライ・チェーンの環境及び社会へのインパ

クト」及び「動物及び飼料の調達」の重複を解消し、環境と社会の側面に区分するため、「環境サプラ

イ・チェーン管理」及び「社会サプライ・チェーン管理」の開示トピックに置き換え、それぞれの開示トピック

について次のような関連する指標等を追加することが提案されている。 

開示トピック「環境サプライ・チェーン管理」 

• 指標 FB-MP-430b.1「森林破壊又は転換がないと決定された、調達した(1)家畜及び

(2)家畜飼料の割合（進捗をモニタリングするために設定された目標を含む。)」 
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• 指標 FB-MP-430b.2「サプライ・チェーンにおける自然及び気候に関連する物理的リスクに

敏感な、優先的に調達される家畜及び家畜飼料」 

• 指標 FB-MP-430b.3「文書化された養分管理計画を導入し維持する農場から調達した

家畜の割合」 

• 指標 FB-MP-430b.4「集中家畜飼養事業から調達した動物性タンパク質の割合」 

開示トピック「社会サプライ・チェーン管理」 

• 指標 FB-MP-430c.1「サプライ・チェーンにおける労働条件及び地域社会へのインパクトを

管理するためのプロセス、統制及び手続（人権デュー・デリジェンスを含む。）」 

• 指標 FB-MP-430c.2「サプライ・チェーンにおける製品の経路を追跡する国際的に認知され

た基準によって認証された、調達した家畜飼料の割合」 

• 指標 FB-MP-430c.3「過去 3 年間に独立した第三者による監査又は検証の対象となっ

た高リスク・サプライヤーの割合、並びに不適合及び是正措置の記述」 

(11) 開示トピック「製品イノベーション」（開示トピック及び指標等の追加） 

本公開草案は、2025 年 7 月公開草案における修正案と整合させて、「製品イノベーション」の開

示トピックと次のような関連する指標等の追加が提案されている。 

• 指標 FB-MP-410b.1「サステナビリティ関連のリスク及び機会に対処するための食品製品にお

けるイノベーションの使用」 

7. 「電気事業者及び発電事業者」産業の「SASB スタンダード」に関する主な修正 

(1) 産業の説明 

本公開草案では、「電気事業者及び発電事業者」産業の説明を修正し、産業の規制構造や発

展を反映させることが提案されている。これは、当該産業における自由化の進展等を踏まえ、垂直統

合型企業から純粋な送配電（T&D）企業、さらに小売業に至るまで、さまざまな規制環境及び競

争構造の下で事業を営む企業の実態を反映することを意図しているものである。 

(2) 開示トピック「温室効果ガス排出及びエネルギー資源の計画」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標 IF-EU-110a.1「(1)グローバルでの『スコープ 1』の総排出、(2)排出制限規制下におけ

る『スコープ 1』の総排出の割合及び(3)排出報告規制下における『スコープ 1』の総排出の割

合」を修正し、2025 年 7 月公開草案における同様の指標と整合させる。 

• 指標 IF-EU-110a.2「電気供給に関連する温室効果ガス（GHG）排出」を修正し、T&D

及び小売業等を行う企業の活動を反映する。 

• 指標 IF-EU-110a.5「(1)主要なエネルギー源及び(2)エネルギー貯蔵ごとに分解された設備

容量」及び指標 IF-EU-110a.6「(1)主要なエネルギー源及び(2)エネルギー貯蔵ごとに分解

された計画容量」を追加し、エネルギー源別の設置容量及び計画容量の開示を求める。 
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• 指標 IF-EU-110a.7「気候関連の移行リスク及び機会が資本戦略及び投資にどのように影

響を与える（influence）かの記述」を追加し、指標 IF-EU-110a.6 を補足する定性的な

情報を求める。 

• 指標 IF-EU-110a.3「『スコープ 1』の排出を管理するための長期的及び短期的な戦略又は

計画、排出削減目標並びにそれらの目標に対するパフォーマンスの分析についての説明」を削

除し、指標 IF-EU-110a.7 との重複を避ける。 

(3) 開示トピック「大気質」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標 IF-EU-120a.1「次の汚染物質の大気排出：(1)NOX（N2O を除く。）、(2)SOX、

(3)粒子状物質（PM10）、(4)鉛（Pb）、(5)水銀（Hg）、並びに人口密集地域又はそ

の周辺地域のそれぞれの割合」を修正し、2025 年 7 月公開草案における同様の指標と整合

させる。 

(4) 開示トピック「水管理」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標 IF-EU-140a.1「(1)総取水量、(2)総消費水量及びそれらの『ベースライン水ストレス』

が『高い』又は『極めて高い』地域の割合」及び指標 IF-EU-140a.3「水管理リスクの記述並

びに当該リスクを緩和するための戦略及び実務の説明」を修正し、2025 年 7 月公開草案に

おける同様の指標と整合させる。 

• 指標 IF-EU-140a.2「水質の許認可、基準及び規制に関連する違反事案（incidents of 

non-compliance）の件数」を指標 IF-EU-140a.4「(1)排出先及び(2)処理レベルごとの

排出された水の総量」に置き換え、2025年7月公開草案における同様の指標と整合させる。 

(5) 開示トピック「石炭灰管理」（開示トピック及び指標等の修正） 

本公開草案では、開示トピックの範囲に他の種類の有害廃棄物も含めるため、開示トピックの名称

を「有害廃棄物管理」に修正することが提案されている。関連する指標等については、次のような提案

が含まれている。 

• 指標 IF-EU-150a.1「(1)石炭燃焼製品（CCP）の生成量、(2)リサイクルされた割合」につ

いて、開示トピックの名称の変更を反映させ、貯蔵された有害廃棄物の開示を求めるために、

指標 IF-EU-150a.4「(1)発生した有害廃棄物、(2)貯蔵された有害廃棄物及び(3)リサイ

クルした有害廃棄物」に置き換える。 

• 指標 IF-EU-150a.3「アクティブ及びアクティブでない事業についての石炭燃焼製品（CCP）

の管理方針及び手続の記述」について、開示トピックの名称の変更を反映させるために、指標

IF-EU-150a.6「アクティブな及びアクティブでない事業についての有害廃棄物の管理方針及

び手続」に置き換える。 
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• 指標 IF-EU-150a.5「有害廃棄物管理に関連する重大な（significant）事案の数」を追

加する。 

(6) 開示トピック「生態系へのインパクト」（開示トピック及び指標等の追加） 

本公開草案では、企業の活動は自然環境のさまざまな側面に影響を与える可能性があるため、

「生態系へのインパクト」の開示トピックと次のような関連する指標等の追加が提案されている。これらの

指標等は、2025 年 7 月公開草案における同様の開示トピックにある指標等と整合している。 

• 指標 IF-EU-160a.1「(1)事業の空間フットプリント合計、(2)撹乱された地域及び(3)復元

された地域」 

• 指標 IF-EU-160a.2「環境に敏感な場所又はその周辺の事業の空間フットプリント合計の割

合」 

• 指標 IF-EU-160a.3「事業施設に関する環境管理方針及び実務の記述」 

(7) 開示トピック「コミュニティとの関係及び先住民族の権利」（開示トピック及び指標等

の追加） 

本公開草案では、企業の活動が近接するコミュニティ及び伝統的な土地所有者に影響を与える可

能性があるため、「コミュニティとの関係及び先住民族の権利」の開示トピックと次のような関連する指

標等の追加が提案されている。これらの指標等は、2025 年 7 月公開草案における同様の開示トピッ

クにある指標等と整合している。 

• 指標 IF-EU-210a.1「コミュニティの権利及び利益に関連するリスク及び機会を管理するため

に用いるプロセス」 

• 指標 IF-EU-210a.4「先住民族の権利の支持に関連する、対話プロセス及びデュー・デリジェ

ンスの実務についての記述」 

• 指標 IF-EU-210a.2「(1)非技術的な遅延の数及び(2)総停止日数」及び指標 IF-EU-

210a.3「先住民族の土地又はその周辺の事業の割合」 

(8) 開示トピック「エネルギーの入手可能性（affordability）」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標 IF-EU-240a.1「(1)家庭用顧客、(2)商業用顧客及び(3)工業用顧客の平均小売

電気料金」、指標 IF-EU-240a.3「(1)未払による家庭用顧客の電気切断数、(2)30 日以

内に再接続した割合」及び指標 IF-EU-240a.4「サービス地域の経済状況を含む、顧客の

電気の入手可能性（affordability）に関する外部要因のインパクトについての説明」を削除

し、指標 IF-EU-240a.5「エネルギーの入手可能性（affordability）に関連するリスク及び

機会並びにそれらを管理するための戦略の記述」を追加することで、より広範なリスク及び機会

を管理するための戦略を開示するようにする。 
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• 指標 IF-EU-240a.6「(1)(a)家庭用、(b)商業用及び(c)工業用の参加者に分解された、

エネルギーの入手可能性（affordability）に関連する活動又はプログラムへの(1)アクティブ

な参加者の数及び(2)適格参加者の数」を追加し、活動及びプログラムに関する定量的な情

報の開示を求める。 

(9) 開示トピック「労働力（workforce）の健康及び安全」（指標等の修正） 

本公開草案では、関連する指標等について次のような提案が含まれている。 

• 指標 IF-EU-320a.1「(a)直接従業員及び(b)契約社員についての(1)総記録災害度数率

（TRIR）、(2)死亡率及び(3)ニアミス頻度率（NMFR）」を修正し、2025 年 7 月公開

草案における同様の指標と整合させる。 

• 指標 IF-EU-320a.2「安全な労働環境を醸成するために用いる管理システムの記述」を追加

し、定量的な指標を補完する定性的な情報の開示を求める。 

(10) 開示トピック「従業員の採用、育成及び維持」（開示トピック及び指標等の追加） 

本公開草案では、労働及びスキルの不足が企業の見通しに影響を与える可能性があるため、「従

業員の採用、育成及び維持」の開示トピックと次のような関連する指標等の追加が提案されている。 

• 指標 IF-EU-330a.1「従業員の採用、育成及び維持に関連するリスク及び機会並びにそれら

を管理するための戦略の記述」 

• 指標 IF-EU-330a.2「(a)すべての従業員及び(b)スキル不足の職業カテゴリーについての(1)

自主的な及び(2)自主的ではない（involuntary）従業員離職率」 

(11) 開示トピック「最終用途効率及び需要」（開示トピック及び指標等の修正） 

本公開草案では、開示トピックの範囲に、より広範で追求可能な戦略を含めるため、開示トピックの

名称を「デマンドサイド・マネジメント」に修正することが提案されている。関連する指標等については、

次のような提案が含まれている。 

• 指標 IF-EU-420a.2「スマート・グリッド技術により供給する電力量の割合」及び指標 IF-EU-

420a.3「市場ごとの効率化の取組み（measures）による、顧客の節電量」を削除し、開

示トピックの名称の変更を反映させる。 

• 指標 IF-EU-420a.4「デマンドサイド・マネジメントに関連するリスク及び機会並びにそれらを管

理するための戦略の記述（進捗をモニタリングするために設定された目標を含む。）」を追加す

る。 

• 指標 IF-EU-420a.5「(1)(a)家庭用、(b)商業用及び(c)工業用の参加者に分解された、

デマンドサイド・マネジメントに関連する活動又はプログラムへの(1)アクティブな参加者の数及び

(2)適格参加者の数」を追加する。 

• 指標 IF-EU-420a.6「デマンドサイド・マネジメント戦略によるピーク需要の節約量」を追加し、

企業の戦略の有効性に関する定量的な情報を求める。 
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(12) 開示トピック「サプライ・チェーン管理」（開示トピック及び指標等の追加） 

本公開草案は、企業がサプライ・チェーンにおけるリスクをどのように管理しているかについての情報を

提供するため、「サプライ・チェーン管理」の開示トピックと次のような関連する指標等の追加が提案され

ている。これらの指標等は、2025 年 7 月公開草案における同様の開示トピックにある指標等と整合

している。 

• 指標 IF-EU-430a.1「サステナビリティ関連の問題から生じるサプライ・チェーン・リスクの管理プ

ロセスの記述」 

• 指標 IF-EU-430a.2「過去 3 年間に独立した第三者による監査又は検証の対象となった高

リスク・サプライヤーの割合、並びに不適合及び是正措置の記述」 

(13) 開示トピック「原子力安全及び危機管理」（開示トピック及び指標等の修正） 

本公開草案では、開示トピックの範囲に広範で重大な（critical）事案を含めるため、開示トピッ

クの名称を「重大な（critical）事案のリスク管理」に修正することが提案されている。関連する指標

等については、次のような提案が含まれている。 

• 指標 IF-EU-540a.1「直近の独立した安全審査の結果ごとに区分した、原子力発電ユニット

の総数」を修正し、法域の安全審査に焦点を当てた情報の開示を求める。 

• 指標 IF-EU-540a.2「原子力安全及び緊急事態への準備を管理する取組み（efforts）

の記述」を、指標 IF-EU-540a.3「深刻な（serious）事故を識別し軽減するために用いる

管理システムの記述」に置き換え、開示トピックの名称の変更を反映させる。 

(14) 開示トピック「グリッドのレジリエンス」（開示トピック及び指標等の修正） 

本公開草案は、開示トピックの範囲に電力システムの信頼性の側面を含めるため、「事業上のレジ

リエンス及びシステムの信頼性」に開示トピックの名称を修正する。指標等については、次のような提案

が含まれている。 

• 指標 IF-EU-550a.1「物理的な又はサイバーセキュリティの基準又は規制の違反事案

（incidents of non-compliance）の件数」を修正し、サイバーセキュリティ事案の件数の

開示を求める。 

• 指標 IF-EU-550a.2「(1)『システム平均停電継続時間指標』（SAIDI）、(2)『システム平

均停電回数指標』（SAIFI）及び(3)『顧客平均停電継続時間指標』（CAIDI）（いず

れも重大事象日数（major event days）を含む。）」を修正し、停電継続時間等につい

ての開示の分解を求める。 

• 指標 IF-EU-550a.3「発電用の資産の平均利用可能係数」を追加し、発電資産に関する

定量的情報の開示を求める。 

• 指標 IF-EU-550a.4「産業用の資産の種類別及び気候関連の物理的リスク別に分解された、

気候関連の物理的リスクに対して脆弱な（vulnerable）資産の数値及びパーセンテージ」を

追加し、IFRS S2 号の産業横断的指標を補完する産業固有のガイダンスを提供する。 
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• 指標 IF-EU-550a.5「運用上のレジリエンス及びシステムの信頼性に関連するリスク及び機会

を管理するための戦略の記述（進捗をモニタリングするために設定された目標を含む。）」を追

加する。 

8. 発効日 

本公開草案では、2025 年 7 月公開草案と同様に、「SASB スタンダード」の修正の公表後 12 か月

から 18 か月の間に発効日を設定し、早期適用を容認することが提案されている。また、修正の発効日

は、修正案に対するフィードバックを検討した後に決定する予定であるとされている。 

9. むすびに代えて 

本公開草案は、ISSB が進める「SASB スタンダード」の向上プロジェクトにおける第 1 フェーズの残りの

一部として位置付けられ、その提案内容は、先行して公表された 2025 年 7 月公開草案と同様のアプ

ローチに基づき開発されている。ISSB は、本公開草案に対する意見募集を行う一方で、2025 年 7 月

公開草案の最終化に向けた再審議も進めている。この再審議においては、公開草案の質問事項の範

囲を超える、「SASB スタンダード」の将来の姿（future state）に関する ISSB の戦略的方向性など

に関する意見も利害関係者から寄せられたことを踏まえ、こうした戦略的な論点については「SASB スタン

ダード」の向上プロジェクトとは別のプロジェクトで対応することが示唆されている。今後は、この ISSB の戦

略的方向性に関する別のプロジェクトの動向にも留意する必要があると考えられる。 

以 上 


